
＜東京都福祉サービス第三者評価について＞ 
 

10 月 31 日でアンケート調査期間が終了いたしまし

た。アンケート調査にご協力いただきまして、ありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

   

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

   

 

 

 

 

 

令和 5 年 11 月（第４４号） 

社会福祉法人 東京児童協会 

神田川ほとりに花咲く保育園 

〒112-0005 東京都文京区水道 2-9-6 

TEL 03-5810-1651 

 

12月の予定                     

７日 健康診断（1 歳、幼児） 

12 日 体育指導（幼児） 

22 日 誕生会 

25 日 クリスマス会 

28 日 保育納め 

 

 先日は運動会へのご参加ご協力ありがとうございました。このような機会を通してお子様の成長を同じ空間で共有

し合えたこと、競技等を通して交流を深められたこと非常に嬉しく思っております。 

初めて行く広い会場にたくさんの人が集まる雰囲気、知っているみんなだけど、いつもとは少し違う雰囲気など環

境の変化に緊張する姿も見られましたが、温かいまなざしや声援に包まれる中で次第に緊張も和らいでいき、楽しそ

うに表現をしたり、一生懸命競技に参加したりする姿が見られました。一人ひとりの様々な表情・がんばる姿が交わ

り、とても温かい会になったように感じます。今後も子どもたちが日常の延長線のように自然に表現できる機会や行

事を作っていきたいと思います。 

 そして保護者の皆様も一緒に参加することで、経験を共有してほしいと考えています。『できた』『できなかった』で

はなく、子どもの『今』を受容してください。保護者の『見ているよ』『大丈夫だよ』という受容のサインが、子ども

たちの自信や豊かな表現を引き出してくれることと思います。それは、もちろん行事だけではなく、日常の中にもたく

さん潜んでいます。これからも、園とご家庭とで子どもたちの『今』を一緒に見守っていきましょう。 

 また、行事後のアンケートにもご協力いただき、ありがとうございました。今後の行事や日々の保育に活かしていき

たいと思います。 

園長 渡邉 理沙 

 

 

 

                                            

 

11月の予定                     

8 日 体育指導（幼児） 

9 日 健康診断（1、２歳） 

13 日 5 歳児交流（5 歳） 

20 日 スポーツ教室（5 歳） 

24 日 誕生会 

29 日 体育指導（幼児） 

 

今後の予定 

 
 

集金に関してのお知らせは 
公開を控えさせていただきます。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

   

  

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

    

  

   

 

  

  

 

 

 

 

 

 

＜１歳児 うさぎ組＞ 
 

＜２歳児 ひよこ組＞ 
 

 

＜３歳児 はな組＞ 
 

クラスだより 
 

季節が変わり過ごしやすくなりましたね。天気の良い日には散歩にも出掛けていき、秋らしい自然を見たり触っ

たりしていきながら自然を満喫していきたいと思います。 

自分で出来る事が増えてきて、最近では保育者の手助けがなくても、身の回りの事を自分でしてみようとする姿

が見られ成長を感じます。少し時間が掛かっても帽子やズボン、靴下にエプロン等の着脱を自分でしてみようと挑

戦したりしています。また、オムツ替えの際には、自分のオムツをオムツケースから取ってきたり、進んで便器に座

ったりしています。お家でも是非応援してあげてくださいね。 

先月開催された運動会では、慣れない会場や大勢の人たちに驚く姿も見られましたが、普段遊んでいるバランス

ボードやバランスストーン、箱電車等の遊具を使う様子やリズム体操を踊る可愛い姿等をご覧いただけたかなと思

っています。保護者の皆様にも競技への参加やご協力いただきましてありがとうございました。今後も、発達段階

に合わせて子どもたちが興味を持って楽しめる遊びや表現する楽しさを味わえるような活動を取り入れていきたい

と思います。 

 
１1 月のねらい 

○気温差に留意し、健康で快適に過ごせるようにする。  

○保育士等に手伝ってもらいながら、身の回りの事を自ら行おうとする。 

●保育者に見守られながら、友達との関わりを持ち、一緒に好きな遊びを楽しむ。 

●散歩や戸外遊びを通して秋の自然に触れ、興味を持つ。 

 

 

戸外の気温も秋の訪れを感じるほど涼しくなり、散歩に出掛ける機会も増えた事から、自然に触れる体験や発見を

楽しむ子どもたち。「きょうは おそと？」と日々、保育者に確認して来るほど、外に出掛ける事を楽しみにしていま

す。公園の景色も夏から秋に季節が変わりゆく中で、木の実や落ち葉等、変化する植物の様子をたくさん観察してい

ます。遊ぶ中で出てきた「どんぐり ひろいたい！」という子どもたちの声から、どんぐり探しに出掛ける計画も立

てています。11 月も小さな秋を探しに、戸外へ出かけたいと思います。  

 先日、行われた運動会では、たくさんの人に見守られる中で、日々楽しんでいるリズム体操や得意なかけっこを元

気に披露し、親子競技では、お父さん、お母さんと力を合わせてサーキットのコースに果敢に挑戦していました。 

 これから肌寒くなってくる季節となりますが、今後も戸外や屋内でたくさん身体を動かし、発達に合った遊びを多

く取り入れながら、寒さに負けない体つくりをしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

１１月のねらい 

〇寒暖差に留意し、健康で快適な生活が送れるようにする。 

○生活の流れが分かり自分で出来る事に喜びを感じ、身の回りの事を自分で行う。 

●遊びを通して、ルールや約束事等がある事を知る。 

●戸外や散歩を通して、身近な自然に楽しむ。 

 

 

 秋といえば食欲の秋ですね。はな組のみんなは給食前に「今日は何の食材が入ってるかな？」と楽しみにしなが

ら三色ボードを確認しています。その中で『カジキマグロ』のイラストを見ると「この魚なんか怖いね」「どんな味

がするんだろう？」と興味を持っていました。実際に食べてみると「カジキマグロって怖い顔してるけど、美味しい

味がするね」「怖い顔なのに柔らかいね」と会話をしながら、毎日食材を観察して楽しい雰囲気の中で給食の時間を

楽しんでいます。また、栄養士さんから給食が出来るまでの話を聞き、実際に次の日に使う食材を見せてもらった

り、食べる大きさにカットしたりする様子を見ると「あ！いつも食べてる給食になったね」「給食の先生すごいね」

と魔法のように皮が剝けていく様子に興味深々でした。今後は栄養士さんと一緒にサラダ作りでドレッシングを混

ぜる所を手伝ったり、おにぎりを作ったりしてと更に食への関心を深められるようにしていきたいと思います。 

 運動会では、練習の時から「かけっこが楽しみ」「早く運動会始まらないかな？」と期待を持ちながら運動会の日

を楽しみにしていました。当日は、お家の人に見守られながら遊戯やかけっこで自分の力を発揮し披露する事が出

来ました。今後も、挑戦したり、友達と一緒に一つの事をやり遂げたりする経験を通して達成感を味わえるように

していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

１１月のねらい 

○手洗い、うがいの仕方を確認していき、正しい方法が身に付くようにする。 

○保育士等との信頼関係のもと、自分の気持ちを安心して表現出来るようにする。 

●自分の思いを友達や保育士等に伝えると共に、友達の思いを知りながら、関わりを持って遊ぶ事を楽しむ。 

●様々な素材を使って制作を楽しみ、想像力や発想力を養う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

                       

  

 

 

 

 

 

   

  

  

 

 

 

＜４歳児 ほし組＞ 
 

＜５歳児 つき組＞ 
 

 気温も涼しくなってきて冬を感じる季節になってきましたね。 

室内遊びでは、絵を描いたり、描いた絵に字を書いてみたりする事に興味を持って遊んでいます。運動会に向け

て保育者が国旗の塗り絵を用意すると「いろんな国があるんだね」と国旗の絵を描く事に興味を持ち、友達と一緒

に描きたい国旗を探していたり、図鑑で調べて絵を描いたりする姿が見られます。描き終わると、「次はどの国に

しようかな」といろんな国旗を描く事に興味を持っていました。 

 運動遊びでは、日頃の活動から保育者に「走りたい！」と走りたい気持ちを伝えて身体を動かす事を楽しんで取

り組んでいます。運動会のリレーでも全力で走る事を楽しむ姿が見られていました。バトン渡しでは、友達に上手

にバトンを渡す事に難しさを感じながらも、繰り返し取り組む中でバトンを繋ごうという気持ちが育まれたように

感じます。勝ったり負けたりすることを通して勝負する事の嬉しさ・悔しさ等も感じており、勝った際は「やった

ー」と同じチームの友だちと喜びあい、負けた際は「つぎはがんばろうね」と悔しさを感じながらも頑張ろうとす

る気持ちが見られ、気持ちの面でもたくさんの成長が感じられました。運動会を通して経験したことを今後にも活

かし、更に様々な集団遊びをすることで、競い合う楽しさを味わったり友達との関わりを深めたりできるようにし

ていきたいと思います。 

1１月のねらい 

〇季節の変わり目や安全に留意して健康的に過ごせるようにしていく。 

〇保育士等や友達に自分の思いを表現安心して過ごせるようにしていく。 

●冬野菜を栽培する中で食材に興味を持とうとする。 

●自分の思いや考えを伝え、友達の思いも聞こうとする。 

 

 肌に触れる風も段々と冷たくなり、晩秋の気配が感じられるようになりました。 

 園で水やりをしているキャベツの葉に青虫が遊びに来ていました。虫篭に入れて部屋で世話をすることにし、調

理室までキャベツをもらいに行き、青虫に餌をあげること等生き物を育てる事に興味を持っていました。また、年

下児が虫篭の周りに集まると、袋の中からキャベツを出し、年下児に渡す姿が見られ、餌やりが終わると、年下児

と一緒にキャベツを食べる青虫の様子を見る事を楽しんでいました。どんな姿になっていくのか今から楽しみにし

ている子どもたち、今後も、子どもたちと一緒に青虫を観察し、成長を見守っていきたいと思います。 

 園庭では「一緒に鬼ごっこやろう」と年下児を誘い、鬼ごっこをして遊ぶ事が増えてきています。鬼ごっこを始

める前に「何鬼やる？」とみんなで会議が行われ「○○鬼やりたい」と意見が出るとルールを説明したり、共有し

たりして子ども同士の仲間意識や団結力もより一層強くなっています。 

運動会では、始めの言葉や終わりの言葉を通して、人前に立って話す事を経験する中で、子どもたちから緊張し

ている様子が伝わりましたが、自信を持って声を出す事が出来ていました。リレーでは、赤組と白組に分かれてチ

ームワークを発揮し、勝敗が決まると喜んだり、悔しんだりする姿が見られました。最後のバルーンでは、今まで

練習を重ねてきた事を発揮し、腕飾りを付け、様々な『花』の技を自信を持って披露していました。運動会で得た

経験や自信を、これからの保育園生活や行事にも活かしていきたいと思います。 

 

 

 

１1 月のねらい 

○気温の変化に気付き、衣服の調節を出来るようにしていく。 

○自分の感じた事や考えた事を表現出来るようにしていく。 

●年下児と関わる中で、思いやりの気持ちを持つ。 

●秋の自然に興味を持ち、触れたり調べたりし、遊びに取り入れようとする。 

 

 



 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  
 

 だんだんと朝夕の冷え込みが増しています。1日のうちの寒暖差が大きいと、風邪をひきやすくなります。衣

服の調節をしながら寒さに負けない丈夫な身体つくりをしていきましょう。 

 

       

  

   私たちの口の中は中性（PH7）に保たれています。 

糖質を含んだ食べ物を食べると口の中は酸性に傾き、 

歯の表面のエナメル質で酸が溶け始めます｟脱灰（だっかい）｠ 

 酸性に傾いた口の中は、唾液の力で中和され、また本来 

の中性の状態に戻ります（再石灰化）。このように歯は脱灰と 

再石灰化が絶えず繰り返されています。 

唾液の働きで歯は守られています。 

 

むし歯予防 歯磨き、食習慣を見直しましょう 
 

① 歯磨きでプラーク(歯垢)を取り除くことで虫歯菌を減ら 

すことが出来ます。綺麗に磨けているか、保護者が確認し仕上げ磨きを 

しましょう。 

② よく噛んで、唾液を出して口の中の汚れを洗い流しましょう。 

③ おやつは、時間を決めて規則正しくおやつを食べるようにしましょう。 

砂糖を含んだ飲食物を食べると、口の中はいつもむし歯菌が酸を作り 

続けていることになります。 

                        日本歯科医師会「お口の病気と治療」より 

 

 

 

 

換気は、新型コロナウイルスの感染予防対策としてだけでなく、 

特に寒さや乾燥が厳しくなる冬は、風邪やインフルエンザ、また、 

ホコリなどのアレルギー対策としても重要です。 

冬の窓開け換気には「室温低下」や「乾燥」といった悩みが付きものです。 

そんな時に役に立つのが「2段階換気」という方法です。 

これは感染リスクが高まっている部屋 

(大人数が集まっている部屋、来客を招く部屋など)ではなく、 

少し離れた部屋の窓を開け、外気を間接的に室内に取り込む 

という方法です。その際ポイントとなるのが、窓を開けた部屋 

で暖房機を使用して入ってきた外気をすぐに温めるということです。 

また、加湿器の使用も非常に有効です。これにより室内の温度と 

湿度を維持したままで換気量を増やすことができ、快適に窓開け換気を行うことができます。 

                                  共同通信 

 

 ＊東京都新宿区では、まだインフルエンザ・咽頭結膜熱（プール熱）の警報基準を超えています。 

まだまだ、感染症の発生が考えられるので、引き続き家族の一人が、発熱などの症状が出た場合に 

は、病院受診し集団生活が可能かどうか確認をお願い致します。また、受診時ウイルス検査の結果 

に関係なくウイルス検査の有無や受検内容を職員に伝えて下さい。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

１１月 8日 いい歯の日 

11月 9日換気の日 

  



 

 

 

 

 

 

  

 

 

社会福祉法人 東京児童協会 神田川ほとりに花咲く保育園 

食育だより 

木の葉が色づき、秋も深まってきました。園では、白菜や根菜類、きのこなどの旬の野菜を沢山取り入れ、様々

な食材が経験でき、身も心も温まるような献立を提供していきます。 

また、11月 15日には七五三献立を提供します。七五三は、子どもが無事に成長したことをお祝いする日と言

われています。昔は乳幼児期の死亡率が高く、子どもの健やかな成長を祈ることには切実な意味が込められていま

した。当日はお赤飯やもみじ人参、紅白ゼリーなどを献立に取り入れ、子どもたちに七五三の時に食べる物の意味

を伝え、提供していきます。 

普段良く目にするさつ

ま芋と、むらさき芋を

見比べました。中を見

ると「むらさきだ！」

と驚いていました。 

先月の食育の様子 

おすすめレシピ 

～スイートポテトパイ～ 

白菜は秋から冬にかけて旬を迎えます。寒くなると糖分を蓄えるようになる為甘みが増し、より一層

おいしく食べられます。また、風邪予防に効果的なビタミン C、カルシウム形成に必要なビタミン Kが

豊富に含まれています。  

乳児さんでも実践しやすい上、スープや鍋、お浸しなど、様々な料理に取り入れられる為、親子で 

楽しくクッキングしてみてはいかがでしょうか。 

白菜の葉をちぎってみよう！！ 

《作り方》 

① さつま芋を蒸す or茹でて潰す 

② ①にグラニュー糖、生クリーム、バターを入れて 

滑らかにする 

②  パイシートを伸ばし、食べやすい大きさに切る 

下の生地はフォークで穴をあけ、上の生地は切り込みを入れる 

さつま芋クリームを乗せ包む 

④ シートの接着部分はフォークを押し付ける 

⑤ 卵液を全体に塗り、黒ごまをかけ 200℃で 10～15分焼く 

《材料》 ※4～5個分 

さつまいも   150ｇ 

グラニュー糖     25g 

（砂糖でも可） 

無塩バター    12ｇ 

生クリーム    20ｇ 

黒ゴマ      適量 

パイシート    １枚 

（11×18ｃｍ） 

卵黄       1個分 


